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はじめに

統合失調症は，思春期から青年期に発症し，幻

覚妄想，精神運動性障害や意欲減退，感情平板化，

認知機能障害を呈し，生活の広範囲に後遺障害を

もたらす精神疾患であり，長期にわたる症状コン

トロールと生活支援を必要とする。薬物療法を中

心とした集中的治療と精神科リハビリテーション

の普及により社会的予後は格段に改善されたが，

その一方で地域生活における支援が不可欠となっ

た。本報告では，統合失調症経験者の成人期以降

の生涯発達支援の課題とその研究に取り組む意義

について検討する。

精神保健医療福祉の現状と施策の動向

精神疾患総患者数は約 万人， 万人は

精神病床に入院している。入院患者数は過去

年間で減少傾向にある一方，外来患者数は 倍以

上に増加している。精神病床数は過去 年間で

万床から 万床へ減少，平均在院日数は

過去 年間で 日短縮し， 日となった。

特に，新規入院患者の入院期間が短縮し，約 割

は１年以内に退院している。

年，「精神保健医療福祉の改革ビジョン」

では，「入院治療中心から地域生活中心へ」という

理念が示され，施策は大きく転換した。 年「良

質かつ適切な精神障害者に対する医療の提供を確

保するための指針」では，入院医療中心の精神医

療から精神障害者の地域生活を支えるための精神

医療への改革の実現に向けて方向性を定めた。

成人期以降の生涯発達と統合失調症

エリクソンは，成人前期の発達課題を「親

密性対孤独」とした。配偶者をはじめ親しい友人

や職場の同僚等との密接な関係を築くことが求め

られる。成人期の発達課題は「 （世

代継承性）対停滞」である。次世代を育むことを

含め，自ら生み育んだものを継承するという心理

社会的課題に焦点があてられる。老年期の発達課

題は「統合対絶望」である。

かつては，入院医療中心の施策を背景に，発症

からの半生のほとんどを精神病床で過ごす統合失

調症経験者も少なくなかった。近年，統合失調症

経験者の入院短期化と地域生活移行が進み，自己

決定が尊重されるようになった。それは同時に，

成人期以降の生涯発達の課題に直面することを意

味する。統合失調症経験者の多くは，症状コント

ロールの難しさから教育や労働の機会を制約され，

他者と親密な関係を築くことに困難を有すること

も少なくない。地域生活が可能になったからこそ，

発達課題に直面することとなり，成人期以降の生

涯発達への支援の必要性が高まったと言える。

先行研究の検討

統合失調症経験者のライフヒストリーに関する

国内研究は散見される。例えば北村（ ）は，

ライフヒストリー法を用いて，統合失調症経験者

は病を含めた様々な事柄に直面するたびに自分の

世界観と対話し，独自の意味を創り出していると

考察した。結婚，妊娠，出産，子育てに関する研

究や就労支援に関する研究等，成人期以降の発達

課題に関する研究も散見される。例えば，澤田

（ ）は，子どもを希望する統合失調症患者の

看護支援に関するケアガイドの作成と評価につい

て報告している。また，小笠原ら（ ）等，知

的障害者の「生涯発達」に関する研究が散見され

たが，知的機能の生涯にわたる変化に関する研究

であった。統合失調症経験者について，生涯発達

と支援について検討した先行研究はなかった。

考 察

統合失調症経験者の生涯発達については，これ

までほとんど着目されていない。それは，統合失

調症経験者のほとんどが，半生におよび長期入院

を余儀なくされていたことや自己決定の主体者と

してみなされてこなかったことによると考えらえ

る。発達課題に関連した研究は取り組まれている

が，支援方法の検討や評価に焦点があてられ，そ

れらの生涯発達における意味について検討したも

のはなかった。統合失調症経験者の生涯発達，特

に発症以降の生涯発達のありようを明らかにする

ことは，その支援を検討するうえで不可欠である。
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目 的

プレマックは，「心の理論」を他者の目的・意図・

知識・信念・思考・疑念・推測・ふり・好みなどの

内容が理解できれば，その動物または人間は「心の

理論」を持つと定義した。その後、健常な子どもに

おいて「心の理論」はいつどのように発達するのか

など研究がすすめられてきた。昨今，気づく力の低

下が懸念されているが，看護大学生における状況把

握の面でも気づく視点の少なさ，相手の感情理解な

どに変化が生じている。他者の内面理解ができ，将

来的にはあらゆる状況に気付き，知識をもとに判断

して行けるよう支援していくが，まずは現代の一般

的な「心の理論」の研究動向を把握し，その発達過

程を理解し支援に役立てていきたいと考えた。

方 法

データベースは医中誌 ； ， を用い

て「心の理論」「教育」をキーワードに 年～

年までの過去 年間における原著論文に限定し検

索した。検索された文献は 件で，この中から重

複した論文，キーワードに「心の理論」の記述がな

いもの，および対象者が健常者および定型発達者以

外のものは除外し， 件を最終分析対象とした。

結 果

対象者は幼児期から成人まで多岐にわたり，参加

観察 件，実験研究 件，実態調査（アンケート調

査・聞き取り調査） 件，文献検討 件であった。

絵本の読み聞かせで，「心の理論」の「共感的心の理

論」（心の理解・感情理解）に焦点をあて，心の理論

課題を通過しないとされる 歳児と課題を通過する

と言われる 歳児を中心に比較検討し， 歳児は知

識として何かを持ち記憶を留め相手の心を推察する

ことは 歳児より未発達であるが，絵本を媒体にし

た親子の対話や親の子どもの発言への協応的反応が

「共感的心の理論」を促進されていた。年齢低群の

兄弟のいない子どもは，兄弟のいる子どもと比較し

て心の理論の発達が遅れるが，年長段階になると心

の理論を獲得していた。幼児を対象に，バイリンガ

ルの語彙の切り替え能力は状況や人を理解する力高

めていた。 思いやり的嘘 の成績が良いほど心の理

論の成績も良かった。小学校以降の学習で行われて

いる「振り返り」活動について，幼稚園児に実践し

エピソード分析を行い，メタ認知の発達のため子ど

もの内面に焦点を当てメタ認知の芽生えや促進する

教師の関わりが重要であり，主体的な学びを支え，

幼小接続期の教育の学びの連続性・一貫性が生じる

とともに，教員自身も「振り返り」の認識がかわっ

ていた。運動会の前に比べて後の方が幼児の不意移

動課題に対する成績が向上し，他者の心的状態を考

慮する行為を数多く行っていた幼児の方が，運動会

へ向けた取りくみのプロセスを通して経験が得られ，

心の理論の発達プロセスに影響するとされていた。

また，乳児期と幼児期は大きな認知発達の違いがあ

り，幼児期において大きな認知発達の達成がなされ，

そのことがその後の児童期の認知発達の基礎を形成

する。役割遊びにおいて他者の視点に立ち そこで他

者の感情や行動を考えることが「心の理論」と関連

し，現実経験と結びついた予測やプランニングとい

った認知発達が遊びの中で促進され，心の理論や言

語発達につながり，初期の象徴遊びはさまざまな物

への子どもの志向性を高め，心的状態語の獲得やみ

たての柔軟性と関連していた。誤信念の理解が

歳児の円滑な社会的相互作用の構築の基盤ともなっ

ていた。

小学校では， 年生から 年生にかけて心の理論

が大きく成長しており，この時期の教育実践におい

て心の理論の成長を支援していくことが必要である。

児童期においてロールプレイはマインドリーディン

グにポジティブな影響を及ぼし，他者の心の理解が

未発達な子どものほうがロールプレイの効果がより

強く表れ，成人では反応時間がロールプレイによっ

て速くなる。

大学生の心の理論の特徴として，他者の視点を客

観視する能力が未熟なこと，他者の意図の理解が未

熟なこと，知識や経験・社会的役割の認識の不足に

よって他者の心の状態の推論が未熟であることが明

らかにされていた。

考 察

「心の理論」発達には，学習支援の基本であるあ

りのままの姿を受け入れ対話や発言への協応的反応

など，相手の個性を尊重し肯定的に捉え，向き合い，

内面を捉え，自己の成長を認識させながらメタ認知

の芽生えや促進にむけ教師が関わることが重要であ

る。心を読むためのシステムとして「意図検出器」

「視線方向検出器」「共有注意の機構」「心の理論の

機構」があり，いくつになっても発達への支援は有

効であるとの見解もある。これらを意識し，リフレ

クションなど多面的に物事を捉えるための支援など

看護教育への適応を更に検討していく。
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